務を 感じて いてさえ、 多忙の ため 果 さざる 月が 多い。 

漸く 手の 隙いた 頃 を 見 計って、 読み 落した 諸家の 

短篇 物 を 読んで 行く うちに、 無名の 人の 筆に 成った も 

そんしょく 

ので、 名声の ある 大家の 作と 比べて 遜色の ない もの、 

あるい かえつ すぐ 

或は ある 意味から 云って、 却て それよりも 優れてい 

ると 思われる ものが 間々 出て 来た。 そうして 当時の 評 

論 を 調べて 見る と、 是 等の 作物が 全く 問題に なって 居 

あぶ など 

ない。 青木 健 作 氏の 「虻」 杯 は 好例で ある。 

型に 入った 批評家の ために 閑却され、 多忙の ため 不 

公平 を 甘ん ずる 批評家の ために 閑却され て は、 作家 (こ 

とに 新進作家) は 気の毒で ある。 時と 場合の 許す 限り 



もっと の できばえ 

尤も 今度 載せる 「土」 の 出来 栄は、 今から 先 を 見越 

した 様な 予 言が 出来る 程 進行し ていない。 最初 余 か ら 

きづか 

交渉した 時、 節 氏 は 自分の 責任の 重い の を 気遣って 長 

い 間 返事 を 寄こさなかった。 夫から 漸く 遣って 見様 

という 挨拶が 来た。 夫から 四十 枚 程 原稿が 来た。 予告 

は此 原稿と、 氏の 書信に よって、 草 平氏が 書いた。 今 

の 所 余 は 「土」 の 一 篇が うまく 成功す る 事 を 氏の ため 

に、 読者の ために、 且 新聞の ために 祈る のみで ある。 

せきがく 

有名な 英国の 碩学 ミル は 若い 時、 同じく 若い テニソ 

なお 

ンを ロンドン. リ ポジ トリ 紙上に 紹介して、 猶其 次号 

に ブラウニング を 紹介しょう とした。 主筆から 彼の 批 



評 は 既に 前号に 載せた という 返書 を 得て 調べ て 見る と、 

ぺ I ジ うわごと 

頁 の 最後の 一 行に ただ 「ポ— リン 是は 譫言な り」 と 

へ ん しゅうしゃ 

あった。 同 雑誌の 編輯 者が 一行 余った 処へ埋 草に 入 

れ たもので ある。 ブラウニング は 後年 人に 語って、 あ 

の 批評の ために 自分が 世間に 知られる 機会が 二十 年後 

れ たと 云った。 

余が 新しい 作家 を 紹介す るの は、 ミル を 以て 自ら 任 

ずると 云うよ リ、 かかる 無責任な 評論家の 手から、 望 

みのある 人 を 救おうと する 老婆心で ある。 
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